
ー 男性と女性 ー
助けあい、認めあう社会の実現を特集

全国調査の結果�

男女平等の意識について 市
は
平
成
12
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
「
男
女
共

同
参
画
計
画
策
定
の
た
め
の
市
民
意
識
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
仮
）」

に
市
民
ニ
ー
ズ
と
地
域
特
性
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
か
ら
無
作
為
抽
出

で
選
ん
だ
３
、０
０
０
人
を
対
象
と
し
て
実
施
。
そ
の

う
ち
、
１
、２
１
１
人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
調
査
結
果
の
集
計
が
終
わ
り
ま
し
た
の

で
、
主
な
も
の
を
公
表
し
ま
す
。
グ
ラ
フ
は
す
べ
て
男

女
別
で
作
成
。
参
考
に
、
全
国
調
査
の
グ
ラ
フ
が
添
え

て
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
集
計
か
ら
は
、
美
濃
加
茂

市
の
特
徴
や
、
男
性
市
民
と
女
性
市
民
の
意
識
の
差
な

ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
て
、
大
変
興
味
深
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
意
識
調
査
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
本
庁
舎
１
階
「
情
報
コ
ー
ナ
ー
」、
中
央
図
書
館
、

東
図
書
館
で
公
開
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

デ
ー
タ
が
語
る

市
民
の
意
識
と
特
性
。

回答者の特性
男性…41.9％ 女性…56.8％

�

市調査の結果�

市調査の結果�

■女性が優遇され
ている

■どちらかといえ
ば女性が優遇さ
れている

■■平等である

■どちらかといえ
ば男性が優遇さ
れている

■男性が優遇され
ている

■わからない

■無回答
し
き
た
り
や

慣
習
で
は

法
律
や
制

度
で
は

政
治
の
場

で
は

学
校
教
育

の
場
で
は

職
場
で
は

家
庭
生
活

で
は

1.社会全体でみた場合、男女の地位が平等になっていると思いますか。

2. 次にあげる分野については平等になっていると思いますか。

全国調査の結果�

■■そう思う

■■どちらともいえない

■■そうは思わない

■■わからない

■■無回答

3.「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。

4.子どものしつけにつ
いてどう思いますか。

■
男
の
子
は
男
の
子
ら
し
く
、
女
の
子
は

女
の
子
ら
し
く
し
つ
け
た
方
が
よ
い

■
同
じ
が
よ
い
が
、
あ
る
程
度
は
男
の
子

・
女
の
子
ら
し
く
し
つ
け
た
方
が
よ
い

■
男
の
子
も
女
の
子
も
同
じ
よ
う
に
し
つ

け
た
方
が
よ
い

■
そ
の
他

■■
わ
か
ら
な
い

■
無
回
答

男女の地位の平等意識
を全国調査と比較してみる
と、市調査では、性別を問
わず男性優位の傾向にある
という意識の強いことがわ
かります（1）。分野別で
は、学校教育以外の各分野
で男女の意識に大きな格差
があり、女性が不平等感を
抱いていることがわかりま
す（2）。
性別による役割分担意識

は、男性の方が肯定的なよ
うです。全国調査と比べて
みると、否定的な回答が少
ないことが特徴です（3）。
こどものしつけについて

は、ある程度は男の子・女
の子らしくしつけた方がよ
いとの回答が、男女とも最
も多くありました（4）。

■■女性が優遇されている
■■どちらかといえば女性
が優遇されている
■■平等である
■■どちらかといえば男性
が優遇されている
■■男性が優遇されている
■■無回答
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ー 男性と女性 ー
助けあい、認めあう社会の実現を特集

■■子どもの教育にお金が
かかるから
■■仕事をしながら子育て
をするのが困難だから
■■経済的に余裕がないから

■■育児の精神的・肉体的
負担が大きいから
■■結婚年齢が上がってい
るから
■■結婚する人が少ないから

�

市調査の結果�全国調査の結果�

女性の社会参加・就労について健康と福祉について
女性の社会参加について
は、家庭との両立を支援す
る体制の整備が必要という
回答が多くありました。ま
た、啓発活動が必要という
回答は、女性よりも男性の
ほうが多いのに対し、身近
な情報や家庭責任の分担が
必要という回答は、男性よ
りも女性のほうが上回って
います（1）。
女性の就労については、

男女とも肯定的な回答が多
くありました（2）。全国調
査と比較してみると、育児
との両立よりも、どちらか
を選択するという考え方が
多いのが特徴です。
職場の男女格差について

は、男女とも半数近くが感
じているという結果が出て
います。（3）。

2. 女性が職業をもつことについてどう思いますか。
■■女性は職業を持たな
い方がよい
■■結婚するまでは職業
をもつ方がよい
■■子どもができるまでは
職業をもつ方がよい
■■出産・育児期間は退
職し、成長したらも
つ方がよい
■■子どもができてもず
っと職業を持ち続け
る方がよい
■■その他
■■わからない
■■無回答

3. 職場では、男女の格差が
あると思いますか。

1. 女性の社会参加を進めるためにはどのようなことが必要だと思いますか。

■■女性の社会参加を進める
ための啓発活動を行う
■■女性が参加できるような
学習や訓練の機会を増や
す
■■女性の社会参加に関する
情報が身近にわかるとこ
ろを増やす
■■家庭で親などが女性参加
の必要性を教える
■■学校で女性の社会参加の
必要性を教える
■■家庭責任をもっと男性
（夫）にも担ってもらう
■■仕事と家庭の両立を支援
する体制の整備をはかる

■■その他

■■特にない

■■わからない

■■無回答

■あると思う

■そうは思わ
ない

■わからない

■無回答

出生率の低下の原因に
ついては、経済的な理由や
育児による負担、婚期の高
齢化という回答が多くあり
ました。介護については、
「共に介護すべき」との回答
が男女共に最多。他の資料
からは「女性が介護すべき」
という回答が、年代が高く
なるにつれて多くなってい
ることがわかりました。
男女共同参画社会推進に

おける行政の役割について
は、女性はサービスや施設
の充実、男性は法制整備と
回答した人が最も多くあり
ました。その他では、男性
に周知や女性登用という回
答が多いのに対し、女性に
は情報提供や就労機会拡大
という回答が多いことが特
徴です。

1.日本において出生率が低下していますが、
なぜだと思いますか。(主な意見のみ)

2. 一般には、介護している人の多くが
女性といわれていますが、このこと
についてあなたはどう思いますか。

■主に女性が介護する
ことはやむを得ない

■男性も女性も共に介
護すべきである
■■男女にかかわらず、
主に実の子どもが介
護すべきである
■その他
■わからない
■無回答

■■男女平等を目指した法律・制
度の制定や見直し
■■女性の政策決定の場への積極
的な登用
■■各種団体の女性リーダーの養
成
■■職場における男女の均等な取
り扱いについての周知徹底
■■女性の就労機会を増やし職業
教育や職業訓練を充実させる
■■保育施設・サービスや高齢者
・病人の施設や介護サービス
を充実させる

■■学校や社会教育による男女平
等と相互理解や協力について
の学習の充実

■■女性の生き方に関する情報提
供や交流の場などの充実
■■各国の女性との交流や情報提
供など、国際交流の推進
■■広報誌などで、男女平等と相
互理解、協力についてＰＲ

■■その他

■■わからない

■■特にない

■■無回答

3. 男女共同参画社会を推進していくために、今後行政は、
どんなことに力を入れていくべきだと思いますか。

●
教
育
現
場
は
本
当
に
男
女
平
等

で
す
か
？

家
庭
科
や
工
作
の
授
業
は
す
で

に
男
女
一
緒
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
混
合
の
名
簿
を
作
成
し
て
い

る
小
中
学
校
は
、
市
内
12
校
中
５

校
（
平
成
12
年
８
月
調
査
）。
男
女

平
等
の
理
念
を
も
と
に
、
今
後
さ

ら
な
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
化
を

す
す
め
ま
す
。

●
身
体
の
つ
く
り
・
精
神
的
な
違

い
が
あ
る
の
で
、
全
て
が
男
女
平

等
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
？

男
性
と
女
性
に
、
身
体
の
つ
く

り
・
精
神
的
な
違
い
で
あ
る
『
生

物
学
的
・
遺
伝
学
的
な
生
ま
れ
つ

き
の
性
差
』
は
当
然
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、『
歴
史

的
・
文
化
的
・
社
会
的
な
性
差
』

を
な
く
そ
う
と
い
う
の
が
男
女
共

同
参
画
の
考
え
方
で
す
。

●
「
区
別
」と「
差
別
」の
違
い
は
？

種
類
や
特
徴
に
よ
っ
て
分
け
る

こ
と
が
「
区
別
」。
種
類
や
特
徴
に

よ
っ
て
分
け
、
両
者
に
優
劣
の
関

係
が
存
在
し
、
利
益
、
権
力
、
役

割
な
ど
の
配
分
に
不
平
等
が
あ
る

こ
と
が
「
差
別
」。
差
別
と
な
ら

な
い
区
別
と
、
差
別
に
つ
な
が
る

区
別
と
が
あ
り
ま
す
。

・
性
に
基
づ
く
区
別
で
、
差
別
と

な
ら
な
い
も
の
…
「
男
女
の
ト

こ
れ
は
ど
う
な
の
？

ー
意
識
調
査「
自
由
意
見
」か
ら
ー

89

イ
レ
を
別
に
す
る
」「
身
体
検

査
を
男
女
別
に
行
う
」
な
ど

・
性
に
基
づ
く
区
別
で
、
差
別
と

な
る
も
の
…
「
男
は
仕
事
・
女

は
家
庭
」「
男
女
に
異
な
る
教
育

を
す
る
」
な
ど

●
男
女
共
同
参
画
を
行
政
自
身
が

や
っ
て
み
せ
る
べ
き
で
は
？

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
（
仮
）
の
策
定
を
す
す
め
な

が
ら
、
職
員
の
意
識
向
上
の
た
め

の
研
修
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
民
と
共
に
、
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
沿
っ
た
行
政
が
行
え
る
よ

う
に
し
ま
す
。

●
男
女
平
等
と
言
わ
な
く
て
も
い

い
社
会
と
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
で
す
ね
。「
男
女
平
等
・
男

女
共
同
参
画
社
会
」
が
伝
説
に
な

っ
た
と
き
は
じ
め
て
、
男
性
、
女

性
、
そ
し
て
ど
ち
ら
に
も
入
ら
な

い
人
、
外
国
人
、
高
齢
者
、
子
ど

も
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
『
一
人

の
人
間
と
し
て
』
認
め
ら
れ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、

社
会
は
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

勢
い
で
変
化
し
て
い
る
の
で
、
政

策
や
人
々
の
意
識
の
自
然
な
変
化

で
は
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
今
は
、

21
世
紀
社
会
の
常
識
で
も
あ
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
、
男
女
共
同
参

画
を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
と
市

民
が
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。


